
Ⅱ 文学部で取得できる資格について

⚑ 日本語教員養成課程

本学における日本語教員養成課程は、日本語を母語としない人たちに日本語を教える人
材を育成する目的で開設されました。学士の学位が授与されることを基礎的要件として、
所定の単位を修得した者に修了証書が授与されます。ただし、免許や資格については、現
在のところ教員免許のように⽛公的⽜な資格を授与する制度が社会的に確立されていませ
ん。また、修了証書が直接的に日本語教員としての就職につながるわけではありませんの
でご注意下さい。

⚑．受講登録年次及び履修期間
⑴ この課程の初回受講登録出来る学年は、原則として⚑・⚒年次です。ただし、編入
生については⚓年次も受講登録可とします。この課程の修了には⚒年を要するため、
⚔年次は受講登録できません。（編入生以外でも⚓年次の受講登録が可能な場合があ
ります。⚓年次受講登録を希望する場合、本課程の教員に相談すること。）

⑵ 履修期間は、原則として⚑・⚒年次、または⚒・⚓年次の⚒年間となります。した
がって、受講登録もそれぞれの学年におこなわなければなりません。

⚒．履修方法
本課程は原則的に⚒年間で全科目を履修することを前提に構成されており、履修方法と

して、二段階制をとっています。ただし、修了に要する年数については、学生の時間割編
成上不都合が生じた場合はこの限りではありません。
⑴ ⚑年次から履修した場合
・⚑年次（第一段階）
⽝言語と教育⽞以外の⚔つの区分の科目の中から、必修科目である⽛日本語文法⽜と

⽛音声学⽜を含む 14 単位以上を履修します。ただし区分⽝言語と教育⽞の科目は履修
できません。

・⚒年次（第二段階）
区分⽝言語と教育⽞の単位（10）すべてと、その他の区分の残りの単位を修得しま

す。ただし、⽝言語と教育⽞以外の⚔つの区分の科目の中から、必修科目である⽛日本
語文法⽜と⽛音声学⽜を含む 14 単位以上を充たしていなければ、第二段階に進むこと
はできません。
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⑵ ⚒年次から履修した場合
・⚒年次（第一段階）

上記⑴の⚑年次（第一段階）と同様です。
・⚓年次（第二段階）

上記⑴の⚒年次（第二段階）と同様です。
⑶ 編入学した⚓年次から履修した場合
・⚓年次（第一段階）

上記⑴の⚑年次（第一段階）と同様です。
・⚔年次（第二段階）

上記⑴の⚒年次（第二段階）と同様です。

⚓．受講登録
⚔月の定められた期日までに、所定の用紙により受講登録を行うこと。

⚔．受講料
受講料は、初年度⚑万円、次年度⚒万円合計⚓万円です。
納入方法は二段階になっており、登録初年次に⚑万円を納入し、必要単位数充足が確認

された者は、翌年残金⚒万円を納入してその他の必要単位数を修得するというシステムに
なっています。また、受講料納入後の払い戻しはできませんのでご注意下さい。
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卒業時に
修了証書が
授与されます。

第一段階 第二段階
1年次または2年次

＜4月＞

＜履修登録＞

受講料1万円の納入

＋

課程科目の履修登録

＜翌年4月＞
＜翌々年4月＞

「日本語文法」 「音声学」を含む
14単位以上の単位修得者の発表

単位の不足があった場合、
再履修

2年次または3年次

3年次または4年次

＜履修登録＞

受講料2万円の納入

＋

課程科目の履修登録

課程修了者の発表

単位の不足があった場合、
再履修



日本語教員養成課程に関する科目
〈2018 年度以降入学生に適用〉
日本語教員養成課程の授業科目は、次の教育課程表に示した必修科目及び選択必修科目

に区分されます。日本語教員養成課程の修了要件は、学士の学位授与の認定要件を充たす
と同時に、次の区分別に定められた必修 14 単位、選択必修 20 単位、合計 34 単位以上を修
得しなければなりません。

区分 科目No. 授 業 科 目
単位 開講学年・週時数

開設学科 担当者 備 考
必修 選択

⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
前 後 前 後 前 後 前 後

言語

Ｎ 0171 日 本 語 文 法 ａ ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 副田恵理子

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

⚘単位以上
選択必修

日本語表現法
Ａ－ａ、Ａ－
ｂは国語教職
課程履修者の
み履修可能

Ｎ 0181 日 本 語 文 法 ｂ ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0031 音 声 学 ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 二村 年哉
Ｎ 0061 対 照 言 語 学 ⚒ ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0071 日本語コミュニケーション技法 ⚒ ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 副田恵理子
※ 言 語 学 概 論 ａ ⚒ 英文
※ 言 語 学 概 論 ｂ ⚒ 英文
※ 言 語 学 講 義 Ａ ⚒ 英文
※ 言 語 学 講 義 Ｂ ⚒ 英文
※ 翻訳ワークショップＡ－ａ ⚑ 英文
※ 翻訳ワークショップＡ－ｂ ⚑ 英文
※ 翻訳ワークショップＢ－ａ ⚑ 英文
※ 翻訳ワークショップＢ－ｂ ⚑ 英文
※ 日本語学Ａ－ａ ⚒ 日文
※ 日本語学Ａ－ｂ ⚒ 日文
※ 日 本 語 学 Ｂ ⚒ 日文
※ 日 本 語 学 Ｃ ⚒ 日文
※ 日本語表現法Ａ－ａ ⚒ 日文
※ 日本語表現法Ａ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本語表現法Ｂ－ａ ⚒ 日文
※ 日本語表現法Ｂ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本語学概論ａ ⚒ 日文
※ 日本語学概論ｂ ⚒ 日文
※ 日本語学研究Ａ－ａ ⚒ 日文
※ 日本語学研究Ａ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本語学研究Ｂ－ａ ⚒ 日文
※ 日本語学研究Ｂ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本語学研究Ｃ－ａ ⚒ 日文
※ 日本語学研究Ｃ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本語学研究Ｄ－ａ ⚒ 日文
※ 日本語学研究Ｄ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本語学研究Ｅ－ａ ⚒ 日文
※ 日本語学研究Ｅ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本文化とアジアＣ－ａ ⚒ 日文
※ 日本文化とアジアＣ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本語学演習ⅠＡ ⚔ 日文
※ 日本語学演習ⅠＢ ⚔ 日文
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区分 科目No. 授 業 科 目
単位 開講学年・週時数

開設学科 担当者 備 考
必修 選択

⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
前 後 前 後 前 後 前 後

言語と社
会

Ｎ 0251 社 会 言 語 学 ａ ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 Ṅ 惠先⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

⚖単位以上
選択必修

Ｎ 0261 社 会 言 語 学 ｂ ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 Ṅ 惠先
※ 異文化コミュニケーション ⚒ 教養
※ コミュニケーション概論ａ ⚒ 英文
※ コミュニケーション概論ｂ ⚒ 英文
※ 異文化コミュニケーション論入門 ⚒ 文化総合
※ 異文化コミュニケーション論特講ａ ⚒ 文化総合
※ 異文化コミュニケーション論特講ｂ ⚒ 文化総合
※ 異文化コミュニケーション論特講ｃ ⚒ 文化総合
※ 異文化コミュニケーション論特講ｄ ⚒ 文化総合
※ 法学特講Ａ－ａ（コミュニケーションと法） ⚒ 文化総合
※ 法学特講Ａ－ｂ（コミュニケーションと法） ⚒ 文化総合

言語と心
理

Ｎ 0081 第二言語習得概論 ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 副田恵理子
※ 心 理 学 ⚒ 教養
※ 心 理 学 入 門 ⚒ 文化総合
※ 心理学特講Ａ－ａ ⚒ 文化総合
※ 心理学特講Ａ－ｂ ⚒ 文化総合
※ 心理学特講Ａ－ｃ ⚒ 文化総合
※ 心理学特講Ａ－ｄ ⚒ 文化総合
※ 心理学特講Ｂ－ａ ⚒ 文化総合
※ 心理学特講Ｂ－ｂ ⚒ 文化総合

社会・文
化・地域

※ 文 化 人 類 学 ⚒ 教養 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎜

⚔単位以上
選択必修

※ 国 際 関 係 論 ⚒ 教養
※ 国 際 理 解 教 育 ⚒ 教養
※ 日 本 国 憲 法 ⚒ 教養
※ 日 本 史 Ａ ⚒ 教養
※ 日 本 史 Ｂ ⚒ 教養
※ 古 典 文 学 Ａ ⚒ 日文
※ 古 典 文 学 Ｂ ⚒ 日文
※ 古 典 文 学 Ｃ ⚒ 日文
※ 近 現 代 文 学 Ａ ⚒ 日文
※ 近 現 代 文 学 Ｂ ⚒ 日文
※ 近 現 代 文 学 Ｃ ⚒ 日文
※ 日 本 文 化 Ａ ⚒ 日文
※ 日 本 文 化 Ｂ ⚒ 日文
※ 日 本 文 化 Ｃ ⚒ 日文
※ 日 本 文 化 Ｄ ⚒ 日文
※ 日 本 文 化 Ｅ ⚒ 日文
※ 日本文学概論ａ ⚒ 日文
※ 日本文学概論ｂ ⚒ 日文
※ 古典文学研究Ａ－ａ ⚒ 日文
※ 古典文学研究Ａ－ｂ ⚒ 日文
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区分 科目No. 授 業 科 目
単位 開講学年・週時数

開設学科 担当者 備 考
必修 選択

⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
前 後 前 後 前 後 前 後

社会・文
化・地域

※ 古典文学研究Ｂ－ａ ⚒ 日文 ⎜

⎜
⎜

⎜
⎜

※ 古典文学研究Ｂ－ｂ ⚒ 日文
※ 古典文学研究Ｃ－ａ ⚒ 日文
※ 古典文学研究Ｃ－ｂ ⚒ 日文
※ 古典文学研究Ｄ－ａ ⚒ 日文
※ 古典文学研究Ｄ－ｂ ⚒ 日文
※ 古典文学研究Ｅ－ａ ⚒ 日文
※ 古典文学研究Ｅ－ｂ ⚒ 日文
※ 近現代文学研究Ａ－ａ ⚒ 日文
※ 近現代文学研究Ａ－ｂ ⚒ 日文
※ 近現代文学研究Ｂ－ａ ⚒ 日文
※ 近現代文学研究Ｂ－ｂ ⚒ 日文
※ 近現代文学研究Ｃ－ａ ⚒ 日文
※ 近現代文学研究Ｃ－ｂ ⚒ 日文
※ 近現代文学研究Ｄ－ａ ⚒ 日文
※ 近現代文学研究Ｄ－ｂ ⚒ 日文
※ 日 本 思 想 史 Ⅰ ⚒ 日文
※ 日 本 思 想 史 Ⅱ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ａ－ａ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ａ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ｂ－ａ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ｂ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ｃ－ａ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ｃ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ｄ－ａ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ｄ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ｅ－ａ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ｅ－ｂ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ｆ－ａ ⚒ 日文
※ 日本文化論Ｆ－ｂ ⚒ 日文
※ 書 道 史 ａ ⚒ 日文
※ 書 道 史 ｂ ⚒ 日文
※ 書 論・鑑 賞 ａ ⚒ 日文
※ 書 論・鑑 賞 ｂ ⚒ 日文
※ 文化人類学入門 ⚒ 文化総合
※ 政治学(国際政治学)入門 ⚒ 文化総合
※ 国際関係論入門 ⚒ 文化総合
※ 基礎法学Ａ(憲法) ⚒ 文化総合
※ 基礎法学Ｂ－ａ(民法) ⚒ 文化総合
※ 基礎法学Ｂ－ｂ(民法) ⚒ 文化総合
※ 基礎法学Ｃ－ａ(国際関係法) ⚒ 文化総合
※ 基礎法学Ｃ－ｂ(国際関係法) ⚒ 文化総合
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区分 科目No. 授 業 科 目
単位 開講学年・週時数

開設学科 担当者 備 考
必修 選択

⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
前 後 前 後 前 後 前 後

社会・文
化・地域

※ 国際関係論特講Ａ－ａ ⚒ 文化総合 ⎜

⎜
⎜

⎜
⎭

※ 国際関係論特講Ａ－ｂ ⚒ 文化総合
※ 国際関係論特講Ａ－ｃ ⚒ 文化総合
※ 国際関係論特講Ａ－ｄ ⚒ 文化総合
※ 法学特講Ｂ－ａ(比較政治制度) ⚒ 文化総合
※ 法学特講Ｂ－ｂ(比較政治制度) ⚒ 文化総合
※ 日本史入門Ａ(概論) ⚒ 文化総合
※ 日本史入門Ｂ(概論) ⚒ 文化総合

言語と教
育

Ｎ 0101 日本語教授法Ⅰ ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0111 日本語教授法Ⅱ ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0121 日本語教育概論Ⅰ ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0131 日本語教育概論Ⅱ ⚒ ⚒ ⚒ ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0231 日本語教育実習Ⅰ ⚒ ⚓ ⚓ ＊課程 平塚 真理⎫

⎬
⎜
⎭

2 単位以上選択必修
Ⅱは海外実習、
4年次履修不可Ｎ 0241 日本語教育実習Ⅱ ⚒ ○ ○ ＊課程 副田恵理子

計 14 256 34 単位以上

注⚑．区分⽛言語と教育⽜の科目は、必修科目である⽛日本語文法ａ⽜⽛日本語文法ｂ⽜⽛音声学⽜を含む
14 単位以上を充足していなければ履修できません。

注⚒．日本語教員養成課程独自に開設している科目は、卒業要件として加算されません。
（開設学科欄に＊課程と表示している科目）

※印は、開設学科の教育課程表を参照。
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日本語教員養成課程に関する科目
〈2016・2017 年度入学生に適用〉
日本語教員養成課程の授業科目は、次の教育課程表に示した必修科目及び選択必修科目

に区分されます。日本語教員養成課程の修了要件は、学士の学位授与の認定要件を充たす
と同時に、次の区分別に定められた必修 14 単位、選択必修 20 単位、合計 34 単位以上を修
得しなければなりません。

区分 科目No. 授 業 科 目
単位 開講学年・週時数

開設学科 担当者 備 考
必修 選択

⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
前 後 前 後 前 後 前 後

言語

Ｎ 0171 日 本 語 文 法 ａ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

⚘単位以上
選択必修

日本語表現法
Ａ－ａ、Ａ－
ｂは国語教職
課程履修者の
み履修可能

Ｎ 0181 日 本 語 文 法 ｂ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0031 音 声 学 2 2 2 ＊課程 二村 年哉
Ｎ 0211 日 本 語 学 ａ 2 2 2 ＊課程 Ṅ 惠先
Ｎ 0221 日 本 語 学 ｂ 2 2 2 ＊課程 Ṅ 惠先
Ｎ 0061 対 照 言 語 学 2 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0071 日本語コミュニケーション技法 2 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
※ 言 語 学 概 論 ａ 2 英文
※ 言 語 学 概 論 ｂ 2 英文
※ 言 語 学 講 義 Ａ 2 英文
※ 言 語 学 講 義 Ｂ 2 英文
※ 翻訳ワークショップａ 2 英文
※ 翻訳ワークショップｂ 2 英文
※ 日本語学講義ⅠＡ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅠＡ－ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅠＢ 2 日文
※ 日本語学講義ⅠＣ 2 日文
※ 日本語表現法Ａ－ａ 2 日文
※ 日本語表現法Ａ－ｂ 2 日文
※ 日本語表現法Ｂ－ａ 2 日文
※ 日本語表現法Ｂ－ｂ 2 日文
※ 日本語学概論ａ 2 日文
※ 日本語学概論ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＡ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＡ－ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＢ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＢ－ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＣ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＣ－ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＤ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＤ－ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＥ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＥ－ｂ 2 日文
※ 日本文化論Ｅ－ａ 2 日文
※ 日本文化論Ｅ－ｂ 2 日文
※ 日本語学演習ⅠＡ 8 日文
※ 日本語学演習ⅠＢ 8 日文
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区分 科目No. 授 業 科 目
単位 開講学年・週時数

開設学科 担当者 備 考
必修 選択

⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
前 後 前 後 前 後 前 後

言語と社
会

※ コミュニケーション概論ａ 2 英文 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

⚖単位以上
選択必修

※ コミュニケーション概論ｂ 2 英文
※ コミュニケーション講義 2 英文
※ 異文化コミュニケーション論ａ 2 文化総合
※ 異文化コミュニケーション論ｂ 2 文化総合
※ 異文化コミュニケーション特講Ｂ－ａ 2 文化総合
※ 異文化コミュニケーション特講Ｂ－ｂ 2 文化総合
※ 異文化コミュニケーション特講Ｂ－ｃ 2 文化総合
※ 異文化コミュニケーション特講Ｂ－ｄ 2 文化総合
※ 法学特講Ａ－ａ(コミュニケーションと法) 2 文化総合
※ 法学特講Ａ－ｂ(コミュニケーションと法) 2 文化総合

言語と心
理

Ｎ 0081 第二言語習得概論 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
※ 心 理 学 入 門 ａ 2 文化総合
※ 心 理 学 入 門 ｂ 2 文化総合

社会・文
化・地域

※ 日本文学講義ⅠＡ 2 日文 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜

⚔単位以上
選択必修

※ 日本文学講義ⅠＢ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＣ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＤ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＥ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＦ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＧ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＨ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＩ 2 日文
※ 日 本 文 学 史 Ａ 2 日文
※ 日 本 文 学 史 Ｂ 2 日文
※ 日 本 文 学 史 Ｃ 2 日文
※ 日 本 文 学 史 Ｄ 2 日文
※ 日本文学概論ａ 2 日文
※ 日本文学概論ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＡ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＡ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＢ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＢ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＣ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＣ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＤ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＤ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＥ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＥ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＦ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＦ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＧ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＧ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＨ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＨ－ｂ 2 日文
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区分 科目No. 授 業 科 目
単位 開講学年・週時数

開設学科 担当者 備 考
必修 選択

⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
前 後 前 後 前 後 前 後

社会・文
化・地域

※ 日本文学講義ⅡＩ－ａ 2 日文 ⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

※ 日本文学講義ⅡＩ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＪ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＪ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＫ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＫ－ｂ 2 日文
※ 日 本 思 想 史 Ⅰ 2 日文
※ 日 本 思 想 史 Ⅱ 2 日文
※ 日本文化論Ｂ－ａ 2 日文
※ 日本文化論Ｂ－ｂ 2 日文
※ 日本文化論Ｆ－ａ 2 日文
※ 日本文化論Ｆ－ｂ 2 日文
※ 日本文化論Ｇ－ａ 2 日文
※ 日本文化論Ｇ－ｂ 2 日文
※ 文 化 人 類 学 ａ 2 文化総合
※ 文 化 人 類 学 ｂ 2 文化総合
※ 政治学（国際政治学）入門 2 文化総合
※ 国際関係論入門 2 文化総合
※ 国際関係論特講Ａ－ａ 2 文化総合
※ 国際関係論特講Ａ－ｂ 2 文化総合
※ 国際関係論特講Ａ－ｃ 2 文化総合
※ 国際関係論特講Ａ－ｄ 2 文化総合
※ 法学特講Ｂ－ａ（比較政治制度) 2 文化総合
※ 法学特講Ｂ－ｂ（比較政治制度) 2 文化総合
※ 日本史入門Ａ－ａ（概説) 2 文化総合
※ 日本史入門Ａ－ｂ（概説) 2 文化総合
※ 日本史入門Ｂ－ａ（学説史) 2 文化総合
※ 日本史入門Ｂ－ｂ（学説史) 2 文化総合
※ 日 本 思 想 史 ａ 2 文化総合
※ 日 本 思 想 史 ｂ 2 文化総合

言語と教
育

Ｎ 0101 日本語教授法Ⅰ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0111 日本語教授法Ⅱ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0121 日本語教育概論Ⅰ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0131 日本語教育概論Ⅱ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0151 日本語教授法Ⅲ 2 2 2 ＊課程 平塚 真理

⎫
⎬

⎜
⎭

2 単位以上選択必修
Ⅳは海外実習、
4年次履修不可
(2016 年度入学
生に適用)Ｎ 0161 日本語教授法Ⅳ 2 ○ ○ ＊課程 副田恵理子

Ｎ 0231 日本語教育実習Ⅰ 2 3 3 ＊課程 平塚 真理
⎫
⎬

⎜
⎭

2 単位以上選択必修
Ⅱは海外実習、
4年次履修不可
(2017 年度入学
生に適用)Ｎ 0241 日本語教育実習Ⅱ 2 ○ ○ ＊課程 副田恵理子

計 14 234 34 単位以上

注⚑．区分⽛言語と教育⽜の科目は、必修科目である⽛日本語文法ａ⽜⽛日本語文法ｂ⽜⽛音声学⽜を含む
14 単位以上を充足していなければ履修できません。

注⚒．日本語教員養成課程独自に開設している科目は、卒業要件として加算されません。
(開設学科欄に＊課程と表示している科目）

※印は、開設学科の教育課程表を参照。
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日本語教員養成課程に関する科目
〈2015 年度以前入学生に適用〉
日本語教員養成課程の授業科目は、次の教育課程表に示した必修科目及び選択必修科目

に区分されます。日本語教員養成課程の修了要件は、学士の学位授与の認定要件を充たす
と同時に、次の区分別に定められた必修 14 単位、選択必修 20 単位、合計 34 単位以上を修
得しなければなりません。

区分 科目No. 授 業 科 目
単位 開講学年・週時数

開設学科 担当者 備 考
必修 選択

⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
前 後 前 後 前 後 前 後

言語

Ｎ 0171 日 本 語 文 法 ａ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

⚘単位以上
選択必修

日本語表現法
Ａ－ａ、Ａ－
ｂは国語教職
課程履修者の
み履修可能

Ｎ 0181 日 本 語 文 法 ｂ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0031 音 声 学 2 2 2 ＊課程 二村 年哉
Ｎ 0191 日本語学概論ａ 2 2 2 ＊課程 Ṅ 惠先
Ｎ 0201 日本語学概論ｂ 2 2 2 ＊課程 Ṅ 惠先
Ｎ 0061 対 照 言 語 学 2 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0071 日本語コミュニケーション技法 2 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
※ 言 語 学 概 論 ａ 2 英文
※ 言 語 学 概 論 ｂ 2 英文
※ 言 語 学 講 義 Ａ 2 英文
※ 言 語 学 講 義 Ｂ 2 英文
※ 翻訳ワークショップａ 2 英文
※ 翻訳ワークショップｂ 2 英文
※ 日本語学講義ⅠＡ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅠＡ－ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅠＢ 2 日文
※ 日本語学講義ⅠＣ 2 日文
※ 日本語表現法Ａ－ａ 2 日文
※ 日本語表現法Ａ－ｂ 2 日文
※ 日本語表現法Ｂ－ａ 2 日文
※ 日本語表現法Ｂ－ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＡ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＡ－ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＢ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＢ－ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＣ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＣ－ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＤ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＤ－ｂ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＥ－ａ 2 日文
※ 日本語学講義ⅡＥ－ｂ 2 日文
※ 日本文化論Ｅ－ａ 2 日文
※ 日本文化論Ｅ－ｂ 2 日文
※ 日本語学演習ⅠＡ 8 日文
※ 日本語学演習ⅠＢ 8 日文
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区分 科目No. 授 業 科 目
単位 開講学年・週時数

開設学科 担当者 備 考
必修 選択

⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
前 後 前 後 前 後 前 後

言語と社
会

※ コミュニケーション概論ａ 2 英文 ⎫

⎜
⎬

⎜
⎭

⚖単位以上
選択必修

※ コミュニケーション概論ｂ 2 英文
※ 異文化コミュニケーション論ａ 2 文化総合
※ 異文化コミュニケーション論ｂ 2 文化総合
※ 異文化コミュニケーション特講Ｂ－ａ 2 文化総合
※ 法学特講Ａ－ａ(コミュニケーションと法) 2 文化総合

言語と心
理

Ｎ 0081 第二言語習得概論 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
※ 心理学特講Ａ－ａ 2 文化総合
※ 心理学特講Ａ－ｂ 2 文化総合

社会・文
化・地域

※ 日本文学講義ⅠＡ 2 日文 ⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜

⚔単位以上
選択必修

※ 日本文学講義ⅠＢ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＣ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＤ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＥ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＦ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＧ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＨ 2 日文
※ 日本文学講義ⅠＩ 2 日文
※ 日 本 文 学 史 Ａ 2 日文
※ 日 本 文 学 史 Ｂ 2 日文
※ 日 本 文 学 史 Ｃ 2 日文
※ 日 本 文 学 史 Ｄ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＡ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＡ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＢ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＢ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＣ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＣ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＤ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＤ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＥ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＥ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＦ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＦ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＧ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＧ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＨ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＨ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＩ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＩ－ｂ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＪ－ａ 2 日文
※ 日本文学講義ⅡＪ－ｂ 2 日文
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区分 科目No. 授 業 科 目
単位 開講学年・週時数

開設学科 担当者 備 考
必修 選択

⚑年 ⚒年 ⚓年 ⚔年
前 後 前 後 前 後 前 後

社会・文
化・地域

※ 日本文学講義ⅡＫ－ａ 2 日文 ⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

※ 日本文学講義ⅡＫ－ｂ 2 日文
※ 日 本 思 想 史 Ⅰ 2 日文
※ 日 本 思 想 史 Ⅱ 2 日文
※ 日本文化論Ｂ－ａ 2 日文
※ 日本文化論Ｂ－ｂ 2 日文
※ 日本文化論Ｆ－ａ 2 日文
※ 日本文化論Ｆ－ｂ 2 日文
※ 日本文化論Ｇ－ａ 2 日文
※ 日本文化論Ｇ－ｂ 2 日文
※ 文 化 人 類 学 ａ 2 文化総合
※ 文 化 人 類 学 ｂ 2 文化総合
※ 政治学（国際政治学）入門 2 文化総合
※ 国際関係論特講Ａ－ａ 2 文化総合
※ 国際関係論特講Ａ－ｂ 2 文化総合
※ 法学特講Ｂ－ａ（比較政治制度) 2 文化総合
※ 日本史入門Ａ－ａ（概説) 2 文化総合
※ 日本史入門Ａ－ｂ（概説) 2 文化総合
※ 日本史入門Ｂ－ａ（学説史) 2 文化総合
※ 日本史入門Ｂ－ｂ（学説史) 2 文化総合
※ 日 本 思 想 史 ａ 2 文化総合
※ 日 本 思 想 史 ｂ 2 文化総合

言語と教
育

Ｎ 0101 日本語教授法Ⅰ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0111 日本語教授法Ⅱ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0121 日本語教育概論Ⅰ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0131 日本語教育概論Ⅱ 2 2 2 ＊課程 副田恵理子
Ｎ 0151 日本語教授法Ⅲ 2 2 2 ＊課程 平塚 真理⎫

⎬
⎜
⎭

2 単位以上選択必修
Ⅳは海外実習、
4年次履修不可Ｎ 0161 日本語教授法Ⅳ 2 ○ ○ ＊課程 副田恵理子

計 14 208 34 単位以上

注⚑．区分⽛言語と教育⽜の科目は、必修科目である⽛日本語文法ａ⽜⽛日本語文法ｂ⽜⽛音声学⽜を含む
14 単位以上を充足していなければ履修できません。

注⚒．日本語教員養成課程独自に開設している科目は、卒業要件として加算されません。
(開設学科欄に＊課程と表示している科目）

※印は、開設学科の教育課程表を参照。
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⚒ 児童英語プログラム

⽛児童英語プログラム⽜開設科目
〈2018 年度入学生に適用〉
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課
程
・
資
格
文
学
部
で
取
得
で
き
る
資
格
に
つ
い
て

小学校英語指導者認定協議会共通カリキュラムでの表示 資格
必修 本学における開講科目 単位数 備 考

⽛
児
童
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜
必
修
科
目

・言語習得の理解
・小学校英語（活動型）の指導法
・小学校英語（活動型・教科型）の指導技術

◎ 児童英語入門 ⚒

・小学校英語（教科型）の指導法
・小学校英語（活動型・教科型）の指導技術 ◎ 児童英語ａ ⚑ 集中講義

(隔年開講)

⽛児童英語ａ⽜に同じ ◎ 児童英語 b ⚑ 集中講義
(隔年開講)

・小学校英語（活動型・教科型）の目的と意義
・小学校英語（活動型）の指導法
・小学校英語（教科型）の指導法
・小学校英語（活動型・教科型）の指導技術

◎ 児童英語活動Ⅰ ⚒

・小学校英語（活動型・教科型）の授業計画
・小学校英語（活動型・教科型）の指導技術
・小学校英語（活動型・教科型）における評価の観点
と評価基準

◎ 児童英語活動Ⅱ ⚒

◎ Grammar Ⅰ 0.5
◎ Grammar Ⅱ 0.5
◎ Grammar Ⅲ 0.5
◎ Grammar Ⅳ 0.5
◎ Writing Ⅰ 0.5
◎ Writing Ⅱ 0.5
◎ The Art of Writing Ⅰ ⚑
◎ The Art of Writing Ⅱ ⚑
◎ Oral English Ⅰ a ⚑
◎ Oral English Ⅰ b ⚑
◎ Oral English Ⅱ a ⚑
◎ Oral English Ⅱ b ⚑
◎ Oral English Ⅲ ⚑
◎ Oral English Ⅳ ⚑
◎ Reading Ⅰ ⚑
◎ Reading Ⅱ ⚑
◎ Reading Ⅲ ⚑
◎ Reading Ⅳ ⚑
◎ Voice & Articulation Ⅰ 0.5
◎ Voice & Articulation Ⅱ 0.5
◎ Vocabulary Building Ⅰ 0.5
◎ Vocabulary Building Ⅱ 0.5
◎ Strategies for Listening Ⅰ 0.5
◎ Strategies for Listening Ⅱ 0.5

選
択
科
目

児童英語実習ａ ⚑ 変則開講（⚒年置き)
2019 年度 a、b
2020 年度 c、d
2021 年度 e、f

実習指導（週⚑コ
マ分）を含めて⚑
単位とする。

児童英語実習ｂ ⚑
児童英語実習ｃ ⚑
児童英語実習ｄ ⚑
児童英語実習ｅ ⚑
児童英語実習ｆ ⚑

資格取得のための最低単位数 26

◎印 ⽛小学校英語準認定指導者⽜資格必修
※⽛小学校英語指導者⽜は J-SHINE（小学校英語指導者認定協議会）認定資格。



〈2015～2017 年度入学生に適用〉
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小学校英語指導者認定協議会共通カリキュラムでの表示 資格
必修 本学における開講科目 単位数 備 考

⽛
児
童
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
⽜
必
修
科
目

・小学校外国語（英語）活動の指導法
・教室運営
・小学校外国語（英語）活動の具体案作成
・小学校外国語（英語）活動の指導技術

◎ 児童英語ａ 1 集中講義
(隔年開講)

・小学校外国語（英語）活動の指導法
・教室運営
・小学校外国語（英語）活動の具体案作成
・小学校外国語（英語）活動の指導技術

◎ 児童英語ｂ 1 集中講義
(隔年開講)

・小学校外国語（英語）活動の指導法
・小学校外国語（英語）活動の具体案作成
・小学校外国語（英語）活動の指導技術

◎ 児童英語活動Ⅰ 2

・小学校外国語（英語）活動の目的と意義
・小学校外国語（英語）活動の指導法
・教室運営
・小学校外国語（英語）活動の具体案作成
・外国語（英語）活動における評価の観点と評価基準
・小学校外国語（英語）活動の指導技術

◎ 児童英語活動Ⅱ 2

◎ Grammar Ⅰ 0.5
◎ Grammar Ⅱ 0.5
◎ Writing Ⅰ 0.5
◎ Writing Ⅱ 0.5
◎ The Art of Writing Ⅰ 1
◎ The Art of Writing Ⅱ 1
◎ Oral English Ⅰ 2
◎ Oral English Ⅱ 2
◎ Oral English Ⅲ 1
◎ Oral English Ⅳ 1
◎ Reading Ⅰ 1
◎ Reading Ⅱ 1
◎ Reading Ⅲ 1
◎ Reading Ⅳ 1
◎ Voice & Articulation Ⅰ 0.5
◎ Voice & Articulation Ⅱ 0.5
◎ Listening Ⅰ 0.5
◎ Listening Ⅱ 0.5

選
択
科
目

コミュニケーション概論ａ 2
国際理解の視点 ◎ コミュニケーション概論ｂ 2

英語学概論ａ 2
言語獲得の基礎 ◎ 英語学概論ｂ 2

言語学概論ａ 2
言語学概論ｂ 2
英語学研究ａ 2
英語学研究ｂ 2

資格取得のための最低単位数 26

◎印 ⽛小学校英語指導者⽜資格必修
※⽛小学校英語指導者⽜は J-SHINE（小学校英語指導者認定協議会）認定資格。


